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消費生活に関する意職鱗査中間報告一

制
附
ヱ
譲
消
費
込
約
係
は
、
昨
年
刊
阿
円
欄
間
表
雨
明
尽
は
、
支
給
、
開
閉
滋
郊
の
安

州
市
拘
拭
京
総
に
関
す
る
市
災
丹
波
紋
綴
成
金
串
祉
附
問
問
端
、
せ
っ
け
ん
・
合
成
洗
削
則
的

bh持
リ
な
っ
た
.
抽
出
弱
状
況
、
ご
み
問
問
岡
崎
そ
し
て
宮
常

キ
開
闘
の
酒
肉
祭
拭
、
発
足
ま
も
令
い
係
内
繁
い
物
に
と
も
b
u
う
註
滋
、
食
品
の

で
あ
り
、
広
範
な
魚
沼
餓
殺
に
つ
い
て
議
格
・
蜘
政
治
・
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
ラ
イ
シ
ン
グ

よ
り
多
く
の
だ
々
が
ら
意
見
を
求
悼
、
-
ク
}
リ
ン
グ
オ
フ
‘
替
機
相
側
談
、
世
間
約

今
後
円
一
廿
政
を
洛
伐
に
、
よ
り
身
品
川
か
街
イ
d
i，J
世
守
的
関
謡
、
さ
ら
に
は
浴

な
も
め
と
な
る
よ
う
に
と
約
1
8
0
0

費
生
議
簿
議
取
得
方
法
や
市
{
作
品
収
へ
的

為
的
方
々
に
総
務
世
故
開
閉
し
ま
し
た
。
伐
俊
樹
胃
求
一
等
$
般
に
わ
た
り
家
し
た
a

学
校
級
係
者
、
筋
肉
開
会
皆
様
的
協
力
今
滋
は
、
ニ
的
中
か
ら
、
後
念
開
削
蛸
輔
、

に
よ
り
約
1
5
0
0翁
〈
酪
%
)
の
災
せ
っ
け
ん
.
ご
み
間
間
際
線
抑
制
間
交
縁
側
椛

警

望

書

ら

れ

ま

し

た

a

を
警
し
ま
す
。

この雲建議は、子右突のA会さんが、

治費生活ぞ語以やサービス丹総

あたゆ、ど的ように考止、また1i

しているか合

また、行政日対してどのような希望選

るのかを§告註に Lました。

〈童書査対華麗〉 言靖ヨ量的対象は市内小学校8年生

i二在幸喜するも時的母線を主主耳1]とし色。

また、一級同市実在比較対象する主主

味でJ奇襲筆者際棒読}入著書と拙身女t走行H

役所戦災}を級自じ総出し、ゑ噂悲した@

糊閥nrtUlHl夜間糊酬闘機関酬U!I!Jll!!ll盆1111脚問問問蜘."

調 査の 概要
棚'"仰向問桃山町山間努 lli"¥lU側同制限附

{章毒殺方法〉 絢査溺結合評学校的協力fとより

兇 殺 をi議して露呈布し、お父5色町記入の

のち‘干専(F究室説、学校 ~i晶 L て長吉収 L
t.ご。

〈童書草皆異耳罪事〉 到混和52年 9s!20日から10月8Il 

まで。

挙区単t立の図書喜議選惇 1小学13:16%.宮小学

i主6%・3小学主主 6%・4'J、学長室16%

.湖北'J、学io:l0%・布f主小学長[8事長・

淑1と余程茸小学長正 7 %・高野山小学E定9
% 与 桜 戸 小 学 区11%・i甥iと苦境東小学控室

11%" 
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万
人
目

ι中
村
君
子
ち
ゃ
ん

し
た
が
、
そ
札
か
ら
?
年
半
で
約
2
他
削

ノ
に
主
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
寸
ロ

勿
グ

1
年
想
、
約
5
0
0
0人
的

九
州
人
口
一
か
酬
明
似
し
、
閉
山
干
の
間
期

ょ
一
勢
総
迭
で
は
、
話
年
か
ら

し

む
で

~

問

年

内

5
年
間
同
で
一
叫
，

8

川
、
%
の
人
口
が
捲
加
し
、
県
ド

:
 

、

で

は

、

八

千

代

市

に

寺

会

『
保
都
織
婦
郎
市
に
な
っ
て
い
ま
す
留

さ
ら
に
、
今
後
的
人
口
桶
T
P今
え
る

と
、
開
明
知
的
例
年
に
辻
、
人
間
持
活
人
的

鶴
市
口
令
る
こ
と
が
子
怨
さ
れ
、

醐
殿
下
公
位
の
間
四
年

人

口

増

加

祭

給

年

松
村
悼
平
命
的
人
口
拡

3
n
u
H
gで
9

く
と
め
に
は
、
充
分
な
際
協
組
が
必
漢
で

力
人
に
な
り
ま
し
と
0
9万
人
同
同
丹
市
し
よ
う
。

問
問
と
し
て
、
こ
め
臼
注
目
山
点
以
慨
に
食
品
目

さ
れ
た
の
は
、
我
百
和
子
1
7
1
8
の
7

に
徐
行
中
村
周
防
冬
ん
の

4

二
女
裁
手
ち

や
ん
で
、
浅
沼
は
、
市
長
が
中
付
さ
ん

宅
を
訪
れ
‘
三
』
m
り
ま
%
に
往
む
こ
と

を
絞
り
に
さ
れ
、
後
辛
…
で
授
か
な
然
活

合
お
く
・
η
れ
黍
す
ゆ
」
と
を
祈
念
し
て
:
・

:
」
と
神
間
う
間
協
い
の
議
機
と
博
多
人
即
時

を
滋
り
、
雪
ザ
ナ
ら
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な

総
長
を
酬
明
い
傘
し
た

a

こ
の
日
で
9
万
人
命
む
か
え
hr公
判
怖

一
子
市
は
、
市
政
務
行
時
(
限
紛
絹
年
7

一
汚
1
8
)
に
は
、

4
万
7
3
0の
4
人
で

(2) 

船

一

い

い

什

一

日

目

同
一
日
川
け
い
い
い

J
i
L
b

引
円
け
い
し
パ
パ
明

。。相

{it--
…“

移維
悼のお人

葬
規
模
年
々
拡
大

教
膏
織
況
は
金
一
体
の

こ
の
人
口
急
激
に
付
制
却
す
る
た
め
に

市
は
、
学
校
極
端
設
、

-
V
一
千
水
道
町
議
然
、

道
線
穏
健
な
ど
ゑ
ピ
ッ
チ
に
滋
め
て

い
ま
す
ロ

学
校
総
研
棋
だ
け
を
と
っ
E
目
見
て
も
、

{
器
望
感
情
明
1
小
学
校
墜
設

一
銭
川
町
行
ヱ
彩
、
お
花
中
学
校
ヅ
i-w
新

一
抗
日
工
事
、
〈
総
務
日
明
年
皮
〉
技
師
拍
子
中

一
学
校
ブ
ー
ル
新
総
ヱ
泊
中
‘
〈
附
哨
州
問
訂
年

一
度
〉
第
2
点
傘
校
同
哨
改
務
工
事
、
崎
川
記

一
台
西
小
一
然
続
準
築
工
務
、
第
2
小
学
校

一
湖
斐
口
宏
姦
ァ
!
長
野
安
浜
、
政

一
館
組
事
務
室
小
学
造
改
築
基
、

昭
和
引
年
度

議

山
ι

公
害
対
築
工
事
、
望
台
中

学
校
体
官
捻
新
築
工
事
A
W
ど
〈
級
品
刊
m
w

平
成
〉
鎗
北
中
学
校
同
制
改
築
ヱ
疑
問
問

一…μ
念
義
務
総
工
事
‘
久
等
学
中
学
校

新
築
五
官
ゅ
な
ど
、
〈
川
明
記
刊
日
年
度
〉
抑
制

北
小
舟
'
校
地
改
総
ぶ
事
、
禰
花
合
成
小

品
マ
波
新
築
工
務
な
ど
、
時
十
'
絞
畑
仰
抗
棋
の
神
崎

設
が
め
と
ろ
お
し
で
す
。

品
!
神
持
函
を
問
凡
で
も
、
年
々
縫
附
闘
が
拡

大
し
て
お
り
、
+
市
攻
摘
行
昨
吋
(
叩
哨
恥
刊
伸
明

年
俊
二
一
安
斑
計
五
は
吉
野

だ
っ
た
の
が
‘
昭
総
mu
年
波
円
い
は
、
約

1
1
5
附
時
的
門
に
も
な
っ
て
お
り
、
日
山
協
閉

山
以
上
約
予
算
設
機
い
い
問
問
綬
し
て
い
ま
す
。

昭
和
一
凶
年
絞
り
決
掠
状
況
で
は
、

4

机
視
会
許
抑
制
γ

め
H
徳
院
で
、
そ
の
う
ち
の

約
ね
徳
的
円
(
開
ヤ
6
%
)
が
数
嚇
阿
賀
で

点
め
ら
れ
て
い
ま
す

6

こ
の
よ
う
に
、
人
口
約
怠
-
刷
す
る
鍛

併
に
と
っ
て
は
、
数
脊
品
問
、
や
ふ
木
崎
買
な

ど
の
比
叫
臓
が
潟
ま
る
の
は
雫
や
む
を
え

な
い
牧
泌
で
す
が
昭
中
市
附
民
的
多
数
な
掴
宮

市
小
に
待
出
す
る
た
め
に
は
、
側
側
狗
の
と

れ
た
予
抑
伸
機
成
と
、
中
・
長
期
的
許
制
酬

に
裁
引
く
市
設
が
必
獲
で
し
ょ
う

e

議主手段!iJIJ…級会計絞出額
におめる教事審鑓1

3口
付

2
自
油
火
災
溝
火
実
験

1

民法 一一一一一一
なりますから主主慾して下さ，'. 

受付時間は干必 91時から午後 5時ま

でで守、後資!こなり次第総K;l)らせてい

ただきます珍原則として、 1人 1議

JAで、議長認を号をける時は‘お予さ

づれの7貯はごi笠H監事耳います。

争 対 象 者 市内在伎のブれ

出井議総町内容件、初学かり ('-r。

〈公E色絡は月B臨時が関長官ですからご主主

:ll:下さ"')

体
的
安
肉
同
甲
山
持
制
哨
粉
砕
γ
記
念
持
闘
の
給
付
・
・
・

5
0
0町
内
を
一
支
給
い
た
し
ま
す
。

ヘ
臨
機
岡
部
閉
山
間
主
方
的
た
体
的
不
出
問
中
国
な
方
が
山
相
悼
惜
し
た
脱
却
九
百
支

w
v
w
院
修
漆
擬
内
総
付
・
・
身
体
隊

/

和

問

務

め

室

長

給

さ

れ

ま

す

。

妻

子

警

品

九

の

李

革

命

及

長
1
W
せ

議

長

じ

、

す

裏

表

交

付

盗

塁

び

主

総

会

市

擦

を

居

室

三

塁

雪

量

一

蹴

{

役

、

議

喜

一

一

首

選

内

向

上

高

る

た

め

協

賛

妥

造

物

苦

学

名

義

か

み

に

給

一

応

u

a

甲

号

を

ど

は

葬

式

を

赤
ち
ゃ
ん
の
士
、
や
か
な
成
長
と
幸

i
z
-
-
L

窓
生
宮
島
還
を
行
な
い
ま
す
α

所

得

に

応

じ

け

す

る

撃

で

す

。

二

げ

間

も

な

く

書

し

た

が

そ

町

議

せ
を
緩
い
、
犯
A

志

向

出

〈

怠

ぎ

ん

か

)

を

い

隠

滅

W

務
滋
訟
の
ぬ
地
取
を
畑
山
り
ま
す
。
白

H
U糸
織
が
あ
り
ま
す
w

@

総

神

簿

弱

者

議

弘

明

一

何

も

な

く

し

て

2
人
は
折
合
い
が
緩
く

お

絞

り

し

ま

す

。

。

縁

体

障

護

者

議

後

V
日
常
生
協
同
川
終
判
的
給
付
・
絞
与
・
・
刊
同
地
問
以
上
め
精
仙
m薄
弱
教
に
対
し
抱
一
初
開
制
す
る
よ
ど
と
な
り
迭
に
乙
女
か
ら

こ

れ

は

、

代

以

壬

巾

が

だ

れ

か

ら

む

主

義

審

議

芸

品

目

，

.

e

こ

・
4

一
里
塚
翠
緑
町
利
害
問
る
た
め
間
期
霊
譲
治
そ
率
的
関
総
に
つ
二
時
申
出
で
一
協
議
叫
撤
回
附
す
る
事
と
な
っ
た
c

愛

さ

れ

る

ま

ち

づ

く

り

と

し

て

的

鋭

化

的

基

は

肢

体

宅

建

'

務

奪

三

禁

詳

氏

主

主

主

す

。

て

、

章

、

敗

談

合

し

、

繍

謀

総

一

議

金

量

主

主

。

裁

号

、

郷

土

手

}

を

よ

り

慾

し

て

見

守

主

主

音

冬

季

撃

・

湖

北

・

市

役

)

ご

と

に

ポ

ン

警

を

も

ら

お

筆

活

に

綴

っ

て

い

る

す

主

警

警

-
e
-
霊

長

室

車

内

重

喜

り

手

。

一

気

-

a

縫
製
は
譲
し
た
2
人
が

い

た

だ

く

た

め

に

ぎ

の

本

い

の

紛

全

夏

季

惨

事

存

わ

れ

て

い

ま

プ

自

動

ヂ

小

業

ン

ブ

雪

景

吉

守

護

主

す

れ

ま

す

。

有

L
R警
坦
所
者
募
て
話
機
喜
朗
明
義
制
緩
・
・
合
神
喜
一
陶
磁
長
官
で
す
ん
だ
の
だ
か
ら
獲

警

絞

め

て

い

る

む

の

で

、

こ

れ

与

す

。

中

継

護

主

語

害

者

義

父

付

診

断

料

約

時

警

護

害

警

護

喜

で

ま

雲

皇

室

議

る

た

め

、

第

二

上

法

律

上

量

産

京

し

た

こ

と

と

号

数

え

そ

こ

の

時

期

は

、

空

気

が

乾

燥

し

、

平

危

険

一

事

会

説

会

・

2雲
に

よ

時

同

:

会

議

主

義

交

付

事

す

。

市

況

主

主

意

義

望

書

一

方

、

読

の

包

わ

が

ふ

し

た

の

だ

か

家
的
内
総
に
、
あ
る
い
は
市
が
決
め
れ
九
節
団
胤
も
効
〈
、
ち
ょ
っ
と
し
む
摘
絞
か
る
火
災
予
防
飛
行
笈
…
棋
の
賂
比
徐
断
科
的
1
務
L
Y

も
し
て
5
0
0
V我
山
制
緩
FA湾
山
且
審
議
枇
手
当
-
-
-
指
導
蛾
晴
樹
棋
を
行
な
っ
て
い
ま
す
α

一
ら
wu
後
縫
務
は
な
い
と
絵
高
裁
純
一
所
は

持
続
(
縫
主
的
成

)ι
悩
え
る
よ
っ
に
ら
火
火
に
な
る
殺
し
札
い
が
あ
り
ま
す
。
諜

a
R
2日
幻
滅
火
災
哨
出
火
災
科
釈
で
、

om門
安
限
緩
と
し
て
矯
助
い
た
し
ま
す
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引っ越しは卒毘に針爾~

鉄控室使者約F署する雲寺1;1; α〉紛鉄

つンテナ白川"5トンの ンテナ

(，開肢から戸口まで滋jまれます。

事寺完量9が比較的関長誌で、事者痛み

も少をく、滋主主も剣安て・すが、

取り扱弘、奴例主'"勺ていて、そ

町3仮mの華主要請というのが涼~Ijで

す。@小口i昆談後¥....“a少量ま

的空軍隊・事守物を送る的i工事1)>詩し

ますa 鋭的荷物と…機iこなるの

溜りl!;T 殺って下さい
てらイ僚よ章 ryrまていねいに。 2!闇):)

1ュ的特は手毒物に一議接宅予告書日入。 ぎを子議子索において;j("'Cおんな舎の 千葉燃ぞは、昭和思表F1Il:中，j、金

*スタイ V… キベピ-Aケー 事録入用自転車事 *ヱ幾湾ミシン トラッ ?s震を事"轄する持It ト ぎ託て的宅高話に該主連する産主車場を設 業主空機i詑ftf己資金貸付設が式電機紫

Jレ 象霊翠襲書ミシン 本シンダル *ステレオ(セパレ日ヅ室主} ラ yクを借りて長室ぷ F選挙扱い j 住ま L営業をf子会うためには、あら 撃事象的議明会を行ないます合

ベッド 2会 キ電子炊飯機・ジ ネベビーパギ一 本カラーチレど とf宮町荷物と泌総て'主主ょ ri基線 がじめ千葉感知事為主主主車場法に 1>慌時 3耳11El (金}年後 1時

ヤ叩 *'.17ァーベッド *A  議りたいも的、譲ってほしいも 縫いJ が為ります。荷造ワ誌で 基づく届lflが必著書をす。 惨え覇高耳 東蔦線合長寺1T脅 6，皆大会

ケ~ト革~ (黒23cm) 的がゐっ・te.ら盟82-1151内線233 いねいにする必要があります。 会室動車内般車内ため町議設で為 談窓

るもの l>問い合せ先 淑著書飾文1T総務豊臣

援護ではな〈なつだがも~お生言十円 ②I'l重聖書義的綴に供する部分内容百f語 表音工諜 岱 0473-61'-2111 

2分的 1以上をその軍基綴が縫j寺し カt500平方メ トル以上であるも

ている家庭合 '" 
炉貸付資金0空機豊島 母子1亘社資金 京立1保育撞iで係機会事がお盗や総 立治不特定的利用脅から料金を告設す

貸主fと岡ヒぜずが、こ札!と加え う託等で徐んでいる閥、子供遠のお るもの

結婚資金主寄付〈子の緩主主に必要警な 世話や給食言鶏主義をしてくだきる方 1>主義滋をしさよいで世話講堂すると営業 争録時 3月13白-17日的 5日鴻

資金}があります。 の登鈴を1fないます。 停止を命ぜられたり筋金に処せら 午著者 9時一午後 4時

1>1著tす策会母種類 事 議事事、貸付額、{直下寝具耳?埼毒事i主主辛 砂勤務先 市立tW!守1惑{主義 P れますョ謀総j急車役所都市許証路線 炉支轟議 長耳窓会主事大会議室

議継続、修学、 修業、 子高議後資金貸付と同じですe 災ヰヒ命荘あひ'こ。 f混戸・ 2主;fミ 4 (官82-1151)Jじま子議県護軍泌総 1>対象者 務室発令書年以上絞殺し

車t職支度‘校総務録、 tt宅、転宅、 炉端込室主時受付けますがなるべ つ(議 ，) 計際議(惜0412-23-3168)へお 内職令希望護する11

療養， 〈年度当初に取し込んで下さい。 1>絞殺 f皐母、給武線機関{年鈴 b定員 50名(議習試無線}

歩務察 官票当た流通営、修業主建金、李主 歩問い合せ ?話役導事務誇?社会係 は1mいませんが保母は有資格者) 争終惨事均 制裁期物差 ，:1;:守容ウー

学支持主資金は然利子、その総め災 器82-1151 内線248 ら待遇或:tflお {悲母3300rQ. ル又は袷薄。

予手，
少年里子総

給食調理貿3000Pl 淡絡事費終了後、内練幹線をします。

僚主蓮華草!積善事は貸付円盤 参勤務時附 午前 8持30分一午後 b申i主 語 益 事 務 総t士会係へ 3月

織によって異なるので係議でお関
参霊祭大会抽選会

5時 "日時 3丹 7日{火〉午後 1持 10日まで器82…1151 内線248

い合わせ下さい。 炉fヨ時 3 fll2日 午後1時… 1>務総 必要芸に応ヒ -3時 (t選法事務所)

出祭主宰領祉資金主著fずニ 砂機所 中央公E毛主主 発を笠宮争議雲護者は、登録申込望号{係 参議獄 中失公民館

1>1か}芸皇 室23島幸キのない女子ぞ主主主義 争集会鐙・登録参紛警護 紛紛円 詩書裂にゐります}に符l議議事(市i~ 1>持参Sも めうち.1EI:fぢ h'も

Lていた子供カ'20凝をこえ母子家 歩譲絡先奴除機ここ(骨82-8605) めもの写真添付}を添之て 3月18 の し

設までに市Ht~斤俗資滋ヘ後おして 惨材料重量 12加 pl 本体 4 丹から詰書~t小学校跡、協に

'Fきら」 "，をIII 40名 関所する心身i監主導者全量級術的指導

歩豊島!1 3月 3日午簡 9時から中 隊を謀議Lます毎

央公l~告立て立主・け付1すます捻 易機霊童・募集人E電 機禁事録 1名

宮容2-0515 事惨事費総 湾審者iこ綴持事があ 9経験

時ある方

号線拡壊にともな 議11ま 1>申込 3丹総務までに随勝畿を

議場互接的た的。 我孫子市若草子晶子 1-6 高検綾子

1>1主λ翼完関 昭f日53'1"3月1Bか (官82…5859)へ郵送してすさ与い。

3月30註 銭的 1事日泣び泉地s:内f主総号室承 (授産捻設を考える会}

t>測量区問 後孫子市銀戸地先か ド世より実総合札、新しい候所

一的立…区間 1::~ !l! ~tLまいおお該地区説明い鵠
t>業務内線 路線iiiH量(茨況を燃 l持に住所を手干するぢで‘事訴住所が

f霊するため的拙If量) わからない方は噌稔務苦手w'j'著書軽{校 炉本111セγ機{終 1…10-10)が

歩調号重量重義畿各ニlO由J}歪設計株式 居表示係まで併と浅絡下三三い。 ら母子福祉会に58梯子守的苦手fすがあ

会社 ([責務室翠} ワました.

均等が f¥ 瓦入亙所 イ来 事響
"湾総会器禁語学校的智被から欝1害事

ありましたら下記へど議終下さいロ 党選審議議 マザースホーム(ひまわり関〕じ

主主設省関東地方後議室主語主主務E塁i立 27JIヰ尚喜寄付がありました"

工事事務所総資数百十第 1譲 53年度入学究室を対象心学童保

盟0473-62-4111 手守的申込みを受け付けます。

惨殺明会 伶手話予ふ f地区、 3月l宰

ヨ 午後 2~き i車絡先(夜間的み} や苧賀i自力ウン争令

官削減4l(淡本} ②湖北泌総 l>湾時 3月12日(臼)雨天中止

E互 3月11日 午後 2時 i握手詩型¥'; l>薬会議役員汗 午前 9時

務話線53年度的関定資畿税・怒滋 (夜間的み)盟88-6990(線路} 〈雪子鳥を守:;，会)

宮十霊器室見言葉税会般的軒並撃まを地方税法 参議潟S毒事事鋭 湖北線{史的機運事提

条415条告書 2壌の党議長在により、昭和 主義絡先{夜間のみ)惜88…9671 令官書培訂正Eお緯び

53年 3fl1El-20日ま:C'課税課に (今) 第五学級は各泌総先へ、お 震設3主主持続的記事中‘後f義務型車幸

おいて行令いますo (望書校課} 問い合わせ下惑いa …災とありま Lた的は、篠崎幸一

~ 3l fl 

!x;的誤 9でした。お章容びして訂蕊

させていた恕きますe

続的知識(税特室長久総務カレン

141火

w宵!電総務当者室工会館 9.30-11.師 13.時-，15.斡
-ダ 中、次的犯の躍呂カヨ皐フてい

館l1ll鶏事雪崩詰肖や売会民餓民自殺主義12.舶-18，30
四つつじ1主体館日 ました持てナ議JlEきせていただ3ちま

~5 氷
す.

3 fl 2詰・耳翠日→水般日

3丹 3日 夫容量 B~愈隊日

Hii木
W 年金務主主鵬帯夜f担妓盆10舶-15.00 3月9日・水終結咋本Z醤日
田沼留重費総詩灸会史館図書蜜12.的民話 30 3月15B.木綴自叫水Z霊E
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